A Bird\u27s-Eye View of the Relations among Social Problems : The Development of "Cognitive System of Social Problems" through the Revision of the Self-Confirmation Type by 高橋 和宏
社会問題連関の怖鰍図
社会問題連関の術敵図
－「問題連関体」の自己検証型仮説構制による展開ー
高橋和宏
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( I 1）本稿の目的
昨今の社会問題の解決について、一見、解決を目指した高度で豊富な成果に
基づくようで、例えば監視の強化と保険の普及といった、じつは寧ろ短期的視
野のなかでの研究を後ろ盾にした対処型政策が、それゆえに君、発進で数々打ち
出されるようになり、その累積方向が心配だといわざるをえない。さらに困る
ことは対処型政策が、強引な維棄型政策との組合せで扱われている場合であ
る。日本文化の変貌すら予感される。
本稿はこのような傾向とは反対の立場を進める。すなわち、社会問題解決に
関して、かかる離棄的対処政策の場合においてはしばしば悲惨なボタンの掛け
違いを惹起しがちなその性急さ、とその結末の深刻さを避けるため、現実的で
ある限りで長期的な、かつ問題関心の多様な視野からの研究戦略の検討を主要
課題としている。それゆえ、かかる戦略の第一歩は社会問題解決のためには備
隊思考に基づくことを肝心と決め、したがって、多くの社会問題とその対処を
含む原因との両方を列挙し、広範囲に渡る「問題連関体」を構制しておくこと
を必須と考えた。
かかる構制においては、 i府蹴的な 「問題連関体jは僻雌図の体裁を採用する
のが適正だが、ただしまた、情蹴思考を徹底するためにも、備隊図の陥察しが
ちな、全体という逆説的な定漠さを凝縮させて、その特徴を自ら抽出しつつ、
無自覚的な作成部分を検証する工夫も欠かせない。つまり社会問題の解決への
態勢づくりに対して、いわば「自己検証型問題連関怖蹴図」の作成が寄与する
と考える。実際、社会問題への丁寧な対策という関心を共有するものどうしが
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多様な立場から協議するとき、かかる 「自己検証型問題連関傭敵国Jを相互に
幾つも提示しあえば、一般に自己主張に追い込まれて混迷し、感情的にも先鋭
化しがちな刷りあわせ過程自体も逆に本来の温かな交流をもたらすだろう。
そこで本稿は、政策ネットワーク分析の立場から社会問題連関の備隊図を作
成しつつ、その研鍍を目論むものである。すなわち本稿は、社会問題に関する
着想を提示しつつ、それを自己検証という方法で仮説群に彫琢、転成させてゆ
くが、しかしその背後には、今後それらは大胆な視界の開放化を呼び起こ し、
一方において、社会改編も射程に収めた多様な角度からのシミュレーションに
引き継がれ、他方において、対策の試行実践の手引きをも含む小理論に仕上げ
られてゆく、という期待かの控えているのである。つまり、本稿における社会問
題の自己検証型仮説構制は多様なシミュレーションと実践指向の小理論のため
の事前整備として定位する。
ここでいう着想とはいうまでもなく、社会問題の綜合予見的な連関把握であ
る。また自己検証とは、具体的事象を見据えて自己の構制した知的産物（ここ
では問題連関の備隊図）を、恰も他者の作成した資料と見倣し、客観的分析装
置により検討しつつ、構制時の無意識に起因する不足と過剰を少しでも自己管
理して着想の特徴を自ら確認しておき、他者たちの仮説等と積極的に刷り合わ
せてゆくための準備作業である。その作業は準データ内蔵理論の自己批判過程
であり、かかる過程の研究上のアドパンテイジは実データに対する収集と分析
の戦略の装備化にこそある。回り誇い自己検証は豊かなシミュレ シーョ ンと味
のある小理論に到達するだろう。それは決して着想の単純な変換ではない。
( I 2）主旨と次第
l，昨今の傾向と危倶
未曾有の困難な時代におけるものとはいえ、社会問題への対策といえば、強
引な離棄政策と手短な対処政策の組合せが基調なことはいうをまたない。巷間
にも伝えられているように、為政者層とその周辺機構の努力不足で、はなく変心
である。以前とは異なる感性や理論の産物だろう。そこから繰り出される、悪
意というよりは寧ろ冷淡な政策の基での短期的で断片的だと見られる問題対
処、その見え始めている二次的な結末に対して大いなる危倶を禁じえない。
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「権力主導による市場主義と階層固着との不必要な癒着Jが、自立基盤の欠損
を余儀なくされている多くの人々を過剰に巻き込み、人々の抵抗感を自虐的な
期待感へと幻想的に転化させる、その破様性の非可逆的な深淵を危慎するので
ある。
人々大衆は甲羅のない蟹と嘗ていわれたが、そもそも蟹は甲羅に似せて穴を
掘るともいわれているので、その含意は今、無き甲羅に似せた穴を掘るという
ことが、メディア操作への脆弱さだけでなく、住居と家庭を実質は失っている
状況をも指す、ことだと理解できた。しかし学問としての社会学は、かかる描
写自体を本来とすべきではないと思う。かかる描写の実態の実体に迫り改善活
動の理論を考究するのが本来だろう。そのとき対処型活動の研究の積み重ねも
重要だが、かかる研究が、それ自身に批判的な長期綜合的研究との対抗的に相
補的な関係を大切にしてゆかなければ、自身の重宝さは深刻な軽率さになりか
ねない。すなわち時代への危慎は、政策傾向についてだけのものではなく、学
問傾向についても同様であって、現場学理論としての対処型研究と長期綜合型
研究とのチェックアンドバランスの喪失に対しても向けられぺきなのである。
2研究の方針と作業
そこで本稿における研究の方針は、社会問題に対する長期綜合的対策の構築
についての備隊思考、対比思考、代替思考に基づいた具体的準備であり、付随
的にであるが、その結果を従来の研究が部分的にであれ参照することの推奨も
含みたい。かかる準備作業は、まず 「問題連関僻鰍図jの作成と若干の解説、
つぎに「問題連関備隊図」の自己検証と仮説の提示、それから仮説の内実を膨
らますために、対処活動の関心から問題原因の遡及化指向への転換を代替社会
構想に向けてさらに展開させてゆくこと、である。
個々の作業といえば以下の事項を指摘しておきたい。すなわち、まず継ぎ接
ぎ法による4平面構制での問題連関の傭蹴図の作成と半知（後の機会で気づき
うる水準の無意識・無自覚）の開放化活用、つぎに自己検証における、マクロ
視点から意外な問題のセットの抽出と共通原因の追究（例えば＜教育混乱 ・職
場荒廃＞と＜教育混乱 ・防災遅滞＞という問題のセットがそれであるが、それ
らの検討から、問題状況の敷術を通して、原因の累積激化を持て余して責任転
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化のためのメディア操作が起こるという予見に到る）、それからさらなる自己
検証に向けた、ミクロ・メゾ視点からの意外な問題セットの想定 （例えば＜教
育混乱・食料危険・雇用不安・子育難渋＞という問題を持ち寄って継続的に活
動する市民たち主担体のネットワークの普及展開の意義）、である。
原因の系列と時差から見て誇わば、源流の同じ上流と下流に各々起因するも
のと遡及された問題群どうしの対比から、問題群の綜合把握に気づき始め、環
境破壊をもたらしながら資産形成を欠いた快適生活の何たるかを日常的直感で
洞察するなかで、借款過重シンドロームへの自前的で複合協働的な対策を構想
する可能性はないものか、といった代替思考が生まれることを期待したい。か
かる所謂市民介入は一旦＜市場拡充・借款過重・市場飽和・資産格差＞を 「権
力主導による市場主義と階層固着との不必要な癒着」として一塊の中心負因だ
と彼（女）ら自身が思考することを通すことで可能だろう。にもかかわらず、代
替思考が転成して、実践的な投企やその後のネットワークイノベーションまで
に多くの段階があるのは指摘されるまでもないことだ。
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( 11）怖撒思考 ・僻撤回・自己検証
l.備隊図の両義性
日常の思考としては余り馴染まない僻服思考は、雑然と見える極めて多数の
事項要素をなるべく零さないように揃えるのが必要な綜合予見的着想→列えば
本稿での 「問題連関体Jの構制 のためには極めて有効である。殊に、短期的
でなく長期的、部分断片的でなく全体包括的、な仮説の具体的な構築作業が重
視されるときは不可欠だろう。そして傭服思考のかかる機能を伸ばすには術隊
図を作ることであ芯。頭脳一杯に抱えられた情報を図として一完成させよとは
いわないが一下手でも最後まで描き切ることである。いうまでもなく図の作成
が多量の情報の処理に最適だからである。しかし備隊図の効能は備隊思考の量
的処理能力にのみあるのではない。
実は備隊図の長所は術自殺思考の質的変換能力に関しでも存在するようだ。作
図で極めて多数の事項要素を扱うとき、厳格な統制原則に従う ことなく図中に
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自由に盛り込んで作るのが無理のない方法である。しかしこの場合結果的に
は、思わぬ余禄だけでなく失体も生まれるだろう。あるいは、多数の事項要素
を同等に考慮するあまり、木を見て森を見ないこととなっては、豊かな全体像
の追求が夢の島への到達になりかねない。これが傭鰍図の逆説的な短所であ
る。図のままでは、その全体特徴や全体を背景とした部分特徴が読み取り辛い
のだ。 （これらの傭鰍図から抽出される特徴のうち、着想、作図段階では半知
水準にあった事項、そのような事項の複合と思われる特徴を特色ということに
したい。）
さて、にもかかわらず、このような作図の豊かな可能性が陥りやすい危機を
反転してくれる装置がある。かかる反転装置は作図に多量の情報が込められて
いればその質的変換能力を高めてくれるので、綜合予見的な思考機能の強化と
なりうる反面、思考機能の散漫化や弛緩化に堕するかもしれない備隊図の両義
性の調教を託されることになる。いいかえれば、情報拡充の趨勢にある怖搬図
に対する情報縮約という逆方向の検討が固有の随伴作業として必要であり、請
わば僻鰍図の傭版図化、 二階の怖鰍図の作成として、備撤回の凝縮によるその
特色の搾り出しが不可欠なのである。
2.備隊図と自己検証
では、 「問題連関体」の怖敵国の逆説を抑えて特色を引きだす装置とは何
か。まず繰り返しになるが、検討価値のある備隊図は上記両義性を字むほど情
報量が多いこと、そして、全一的目標が明快であっても事前の全体統制が弱い
ままに、気配りが余り行き届いていない備隊図がよい。近辺にのみ配慮した多
くの事項要素どうしの自由な繋がりの継ぎ接ぎと積み上げが豊かな思考を秘め
ていると考えるからだ。
そこで期待の装置は、自己の作成した備隊図に表出しでいるだろう自己の習
性 ・変異、あるいは作成時で活性化する潜在概念・伏在概念・混入概念、等に
出来るかぎり気づき、さらにその気づきを深めるための手続きである。それは
作成後にも、作成前と同様にどんどん課題を設定してゆくタイプの一種の自己
批判だ。それを本稿では自己検証と呼ぼう。したがって自己検証とは、いって
みれば自己が自己と自己との距離を最短から最長のなかで揺すること、自己の
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範囲で自己という資料へ揺さぶりを掛けることである。恰も他者からの資料に
対するような客観的な追討を繰り返し自己に向けて、自己弁解を掘り起こしつ
つ、術撤回の特色化を企てることである。
すなわち、備隊思考に基づく着想の研績を確かにするためには、その怖搬図
を作成するだけでは不十分であり、さらに術版図の特色化を進めることが必須
であって、またさらにそのためには、情撤図を自己検証という装置に通すこと
カf肝要なのである。いいかえれば自己検証とは、三階の備隊図の作成、情報の
量の多さを質の深さに転ずる装置である。しかし同時にそれは、自己作成の備
隊図のもつ意外な特色、不足と過剰、誠実と適当にも気づく機会を突き付ける
もする装置である。i府服図に盛られた多量情報ゆえの混乱を回避するだけの装
置ではないのである。
また、ことさら自己検証を装置といって抽象的表現に終始しているのは、自
己検証自体の機能の重要性を強調しているのであって、具体的内容としての自
己検証用小道具は、極言すれば何でもいいのである。それらについては後述に
なるが、拡張カテゴリネット技法が、かかる機能を発揮できるものとして使用
されている。
さてちなみに、怖鰍思考を、したがって近視眼的思考でなく遠近法的思考を
唱道しつつも、他者からの批判をかわすために、自己認識の広さから優位に立
ち、大して応答することなしに上段から他人を非難する場合がある。術服思考
のかかる対抗的使用は備隊思考自体を生かし切れてないと恩われる。大概は、
批判の要所を外すために、当該他者の立場や論点を自己認識のなかに周辺配置
させているのが精々だ。批判の当事者は主張の波及範囲へと既に関心が移って
いるかもしれないから、議論は擦れ違いを起こし対立するのだ。
ひるがえって、そこで怖搬図の作成では、多様な作成原則すら横に置きつ
つ、出来るかぎり多様な事項要素を拾って挿入、組み込みすることが必要であ
る。そして、組み込んでしまえば事項要素どうしの間接性が新たに発生、創発
するので、あとは本来の連関のみならず波及的連閉までも掬い取れる装置 （本
稿では拡張カテゴリネット技法）に委託すれば、充実した反省材料が届くので
ある。自己検証の装置は、検討を深める過程を通して、パグと見えるものでも
良質化できる可能性をもっ。
( 112）備撤回の作成方法
1.作成原則
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傭鰍図がf府隊思考のメリットの伸張という期待に応えうるように、その作成
に対しどんな条件を付加すべきか。勿論備隊思考の展開が、備隊図の作成だけ
で可能ではなく、その自己検証の装置の通過と相侠ってこそ始まるのである。
ただし備隊図とその自己検証とは相乗効果を上げうる関係にあるから、｛府服図
の役割は、独自にも、その関係に配慮しつつも決定されなければならない。主
要な条件は二つある。
①描き切るということ。描き切るとは着想の完結であって、完成ではない。
描くということ自体はいうまでもなく、 一次元でなくご次元や三次元での外部
記憶化であり、客体視可能な資料の産出でもあるということだ。資料の注意深
い改編を進めるならば、始点の着想は彼方遠方にまで到達しうるだろう。
②グランドデザインに頓着しないこと。既に染み込んでいる意匠、パースペ
クテイプを超脱しうるような出来るだけ多種多様な事項を盛り込み、直近のみ
への配慮という継ぎ接ぎ方式でドローイングしてゆけば、ある程度この条件を
クリアできるだろう。 一元的原理で全体を素描してからその構図のなかに事項
を要素として振り分け埋め込んでゆくーそれでは描く必要もないし、そもそも
絵が出来ないだろう イー乍図法を避けるには、自由描薗が自己の内部異型を呼び
出す等という消極的態度ではなく、自己を無意識にも縛っている既存の対抗軸
に第三軸を探して打ち込んでゆく積極的態度が要請される。
極論すれば寧ろ、鮮明だと思っている部分が一定度あればよいのである。か
かる作図法のほうが、自覚して用いられれば却って、部分断片的、短期的な思
考を補完するだろう。自己検証装置から弾き出される怖敵国の集約結果につい
ての解釈が予想通りなことは無意味で、ある。自明な絵ほど絵でないからだ。難
渋な解釈は現在を再構制しようとするだけでなく、過去も、将来も引照しそれ
らの意味の組み替えという荒ら業を試みる。かかるブレー ンス トーミングの如
き作用の結果、社会問題の「問題連関体」については、例えば、対策現況の行
方に関心が惹かれ新しい社会問題の前兆を想像するに到る場合も、容易に想像
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できる。
2イ乍成手順
ここでは、社会問題に関する事項の大半を収集して配置するのではなく、当
該関与の概念や大きな事項に限り細目は除き作成していった。多種多様性の確
保のために必要な、事項要素の広範囲な選定を、マクロ水準における事項要素
（社会問題とその社会要因と権力作用からなる原因） 、メゾ水準における事項
要素、ミクロ水準における主担体・市民介入事項、に渡って遂行した。これで
も、そのための参考資料は相当なものだーった。
作画は原板図の拡大転写である。まず幾つかの事項要素に注目して同時多発
の継ぎ接ぎ方式で連関と附置とを決めていった。すなわち、かかる事項要素の
周囲（1次ゾーン）と仮定された事項要素との強い非対称的影響関係を選び出
し、それらの関係の冗長さ（回路の多重性）を削ぎ落とし、シンプルなリンク
に変えてゆく、そういう繰り返しで事項要素どうしを継ぎ接ぎして周囲を埋め
てゆくのである。起点の事項要素は幾つも設定され、結果が特定の起点に左右
されないないようにした。
登場する事項要素の数が数で、どうしても雑然とした図となるので、少しは
見易くしたいため、リンクが事項要素を出来るだけ跨がり切らないようにし、
リンクの種類も分けたが、矢印模様は誇いので避けた。上述のように先に素朴
な原板図が用意されてはいたが、 i府服図への転写は一通りにはゆかないことが
重要である。積極的な作図態度に従い、全体の見通しを複数にしたので実際
は、起点によっては結果の絵図に違いが生じて、記憶すべき困難な調整もあっ
，ー．』。
( 13）備隊図の内容説明
本稿の怖撤回には多数のといっても全ての社会問題とその関連事項要素が列
挙されているわけではない。多種多様な観点から多くの重要な事項要素を拾っ
たつもりであるが、例えば医療過誤、ジェンダー問題、グローパリゼーショ
ン、など触れていない。そもそも完全な作図作業を期したわけではなく後の機
会に、この枠組みを最小限、拡張してそのなかに、既に起こりつつある、ある
いは永く潜伏し続けていると今回分かった問題を、取り残した問題とともに配
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置してゆけばいい。
また、解決すべき不良問題を扱うのであれば、昨今の多くのボランテイア系
活動の存在にも触れたいが、これも不完全な作図作業の上塗りである。しかし
実践的な問題対応を本稿で考究している以上、かかるボランテイア系活動の叢
生も有効な自前的な対策資源の重要な部分として実質勘案せざるをえず、決し
て無視はしていない（原板図では前面で重点的に扱っている）。さらにまた、
列挙された事項要素の仔細には触れられていない。それらについては、ある程
度の認識が備わっていることを前提としているのである。
I.原板図（図1-1～1-5)
図1-1 社会問題の構築
〈社会問題むいての因果t蛾〉
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：崎川脚 :1 
i: 
図1-2 マクロ ・メゾ始発社会過程
‘・・・・・・.！.
図1-3 ミクロ反転社会過程
これはマクロ ・メゾ・ミクロの作用反作用過程図である。マクロ水準におけ
る社会問題の産出作用過程一本稿の備隊図の主要原板部分ーと、ミクロ水準に
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． 一一…・..............・・・・一一
図1-4 メゾ反転社会過程
図卜5 マクロ終着社会過程
おける市民の揺れる二重準拠からの次代投企、メゾ水準におけるパイロット地
域社会関連携としての複合協働センターのネットワークイノベーション、とい
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う社会問題の対応反作用過程がそこに描かれている。
2.凡例図 （図2)
断E転の前
マクロ・メゾ始発社会過程
雄介反転の試み
ミクロ・メゾE転過程
断反転の接
マクロ・メゾ僻社会過程
'" .........‘ ・． ，．．．．．．一一ー一ー一一ー「
社会問題群 ~ 
社会要因群 ~ 
』?
? ? ?
権力作用
： 生活現場
図2 ミクロマクロリンクヒおりる社会問題への市民介入
ー ：社会要因からの露響の跡 ..・..：社会問題の損中tH
－一：権力作用からの掃の帥 一一一一：市民介入の構想t実績
これは原板図から備隊図（総体図）へと接合変換させるためのイメージ図で
ある。備隊図の骨格だ。
3.問題平面図と社会平面図と権力平面図（図3：図4)
これは因果連関図であり、総体図のなかの問題と原因とを繋ぐリンクを記入
したものである。 21種類の原因が社会と権力とに大別されている。教育混乱と
いう問題の周囲問題との関係等若干、問題平面内部での連関も記入されてい
る。人々において、社会問題の現状への対処についてあれこれ考えを巡らす
「対処思考jに対し、社会要因や権力作用という社会問題の原因への 「遡及思
考jも想定でき、この貴重な存在を前提として描いたものである。
ここで「遡及思考jの枢要性について述べておきたい。対処思考に従い社会
問題平面に主たる関心を絞り、個々の問題へと対処的に遂行される実践活動、
それは内属的な超克困難な自己制約をもっていて、かかる遡及思考こそがそれ
を軽減、排除してくれる可能性をもっ。なぜならば、そのような対処活動は、
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現在の活動への障害を除去してゆくことや今後期待する活動の展望を思い切っ
て解発すべきことも本来の課題として負っているが、日々のその貴重さにもか
かわらず、対処思考に依存しているだけでは、旨くいかない傾向があるのは確
かだろう。それに比べ、 「遡及思考Jに基づく実践活動は自己制約への高い感
受性を獲得し、それによって、問題の根源への転轍対策を組み込んだうえでの
長期的な現場活動が選択できる、からである。
ただし、かかる「遡及思考」は行政作用の関与の有無にも敏感であるべき
で、そこから問題の原因を大別していなければならない。当事者どうしの丁寧
な問題の解釈や理解が一般には通らないことがありうるからだ。それは多く、
第三者への覇束性に託（かこつ）けて恋意的な判断を強行する人物や団体の前
での出来事である。そこで原因を社会と権力とで分けて描いたのである。社会
要因平面は上から下に向かつて、社会心理系、市場系、社会階層系、歴史人口
系、に層別されている。権力作用平面も同じく、マスメディア系、行政系、大
組織系、となっている。
4.問題平面図と社会平面図と主担体 ・市民介入平面図（図5)
これは主担体・市民介入平面を中心としてそこと問題平面や社会平面との連
関を記入したものである。主担体・市民介入平面における取り分けメ、ノー水準の
事項要素としての市民活動は社会平面における要因（可能負因）の勢力を削ぐ
ために設定されでいる。登場する事項要素は26種類である。ここでは主担体を
全部は扱っていない。主担体は問題産出操作と問題解決志向とに大別すると後
者の一部、情熱市民たちを類型化して傭服図に組み入れて扱った （情熱市民た
ちのミクロ情報は後述の計算処理では除いている） 。すなわち、図中のA・
B・C・Dは日常経費の多寡と収入の多寡に注目して分類した社会階層全4タ
イプであり、人生模様で命名すれ凶l頂に＜気持ちタイプ＞ ・＜高級タイプ＞ ・
＜探求タイプ＞ ・＜世界タイプ＞となる。
ここで情熱市民への注目の理由について述べておきたい。意図せざる結果と
いうべきか、厚顔にもというべきか、使命を持ってというべきか、多くの、あ
るいは若干の抵抗を排しつつ社会問題を敢えて産出する主担体は何なのか、と
いう伝統的アプローチがある。エリート研究の重要な一面がそれである。例え
ト~
司、
? ?
?????
?
???
国5荷量固と主担体・市民介入平面目
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ば、突出した一枚岩の巨悪の率いる権力集団や寡占的な政策構想実行組織が当
該興味を刺激する用語である。
しかし地域権力構造の実証研究では、長期継続的ではなく緊縛的でもない、
有力者と準有力者からなる複数のネッ トワーク・ブロックの競合配列、とそれ
らの間隙で実効的に活躍する情熱市民たちを指摘してきた。かかる知見を背景
にして本稿では、大掛かりな運動動員方式ではなく、情熱市民によるネットッ
ワー クイノベーションという観点から、社会問題群の解決への反作用過程の理
論的、 実践的な検討を企図している。それゆえに情熱市民によるネットッワー
クイノベーションに市民介入という概念を与え、第一に注目することにしたの
である。今後、反面の主担体も一括して作図してゆきたい（図6を参照）。
社会問題平面（＇？クロ）
社会要因・権力作用平面（・＜如）
主担体平面
（ミクロ・げ）
鞭部分 注目部分
図6主榔（行為者・団体・械）市民介入平面の配置：一脈
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5問題平面図と社会平面図と権力平面図と主担体・市民介入平面図 （図7)
これは総体i府鰍図である。全ての連関リンクが記入されている。以後これが
検討の中心である。ここで社会問題平面が上から下へ、生態 ・生命系J福祉
系、広義と狭義の労働系、教育系、地域社会系、家族系、というように、個別
社会問題 （16種類）が層別されていることに注意を喚起したい。
[Il］備敵国の自己検証
自己検証の第一は、社会問題に関する原因媒介的な「対比思考Jを重視する
ことによって、半知の解放と開放を目指すことである。 「対比思考」は、 「遡
及思考jを活用した傭蹴図への自己検証の結果をその直後に考察するときに活
躍する。そこでかかる 「対比思考」を自己検証の一部と見倣しでもよい。自己
検証装置で処理された結果がーたとえその一部であっても一例えば、＜教育混
乱と職場荒廃＞のセットや＜教育混乱と防災遅滞＞のセットを作り出している
とき、このこと自体が検証であると同時に、かかる了解のために 「対比思考j
は、勿論、教育混乱そのものだけの検討ではなく、それらのセットに対する検
討はもとより、それらのセットもまた互いに近くに配分されていないかという
検討さえも進めるだろう。
すなわち＜教育混乱と職場荒廃＞と＜教育混乱と防災遅滞＞を、各々共通の
可能負因（簡単に負因というが、他の多くの微細な要因との結合で実際に困難
を惹起する負因になるのだから絶対負因ではない）をもっという意味で同じ土
俵に登らせ照合しつつ、さらにそれらの対策についても検討することになるだ
ろう。前二者は＜受験競争・対人技巧＞が、後二者は＜寡占談合・財政赤字 ・
勝組強編＞が一塊と見倣される圧縮された可能負因である。種々の可能負因の
位置は二大本流とその小さからぬ支流の上と下、に喰えてみたい。ここでは考
察の範域が複合的に広範化するので、一種プレーンストーミングの効果が望め
て、思考は面倒さを厭わなければ、よくある不毛な単調さが回避できる。
( 11）自己検証の意義
自己検証装置を実際用いたとき、結果の一部分ではあるが、教育混乱と職場
荒廃との連関のみならず、教育混乱と防災遅滞との連関にも気づき得た。それ
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から事後の検討によって、職場荒廃と防災遅滞との連関にも見当をつけること
が出来た。しかしながら、これらについては同系因果の基底に立つ問題連関と
して、 i府服図作成時から明確に認識されていたのでない。事前にも直後にも透
徹した把握があったのではない。これが自己検証自身の半知に対する変換装置
のもたらす意義深い体験である。
さらにこのような、重大な気づきへと想到させて、そのうえで、それを確か
なものに移行させる、思考作用への補助機能を一層効果的にしてくれる工夫が
また別にある。それで丸自己検証が一層意義深くなる。それは自己検証に付託さ
れる資料の整理方法であり、検証以前に資料整理に工夫を凝らしておくことで
ある。
にもかかわらず無論、＜気づくこと＞には限界があるものだ。そこで、及ば
ずながらではあるけれども、＜気づきにくいこと＞の簡素なパターンを考察し
ておきたい。幾っかが析出されているので図示する。それらの簡素なパターン
くらいは当初から狙い撃ち出来る筈の装置であることが本稿の自己検証には期
待：されているだろうから。
l気づきの深化
社会問題の包括的展望を目標に掲げるゆえに、そのため収集した情報量が繁
雑なほど多くなりすぎ、却って全体が霞んでしまう危険性は回避しなければな
らないのだが、大概は情報量が相当多いといっても必要最小限に絞っているの
だろうから、その多少の削減も無理である。未定の第三軸を築くかもしれない
多種多様な事項要素に期待しつつ展望を豊かにしてゆきたいので、寧ろ情報量
を増やしたいくらいなのだ。そこで、かかる拡充と縮減の トレードオフに対し
次の方法で応えたい。
すなわち、多水準かつ細分化の複数平面ーしかもその各々の内部が層別化さ
れた複数平面ーという弾力的な概念容器を 「問題連関体」に係わると思う事項
要素のために準備しておく。自己検証装置の気づかせ能力とは、それ自身の情
報処理形態によるだけでなく 、通過前における「遡及思考jを含む 「僻蹴思
考Jを通過後の印す比思考」がよく働くように野放図にしすぎないことにもよ
るだろう。とにかく、自己検証装置の深い働きは、その前後装置にも依存する
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のである。
かかる準備を終えてから自己検証の手続きに従うとき、一つの半知を眼前に
突き付けられたならば、他にもそのような、僅かばかりーとは強気なこと、少
なからず一意外な出来事がありそうだと見当がつくまでに到らなければ、この
方法、装置の妙味がない。もし、同じ，思考経路で他にも失念していたのであれ
ば、半知が同時に幾つも鮮明に提示されるのだから、そのときは立ち所に失念
の確証を自認せきやるをえないだろう。かくして望外の見当を得たとき、自己検
証装置は気づきを深化したというのである。
ここに概念創発が期待できるのだ。つまりそれは、上手く膨らませてから冷
たく締めて考える、初歩的ながら具体的な装置といえる。思考の拡散化を誘い
セレンデイピティを漁る、という巷間噴かれている甘い話（経営学や認知科学
もの）に乗る前に、そのセレンディピテイに気づく手立てが用意できなければ
消耗である。自己検証という考え方がそれなのである。肯定的にであれ、否定
的にであれ、政策効果を追跡評価する場合にも、かかる慎重な手続きが採用さ
れなければならない。
2.気づきにくい連関性（図8)
E並列系 E雌系
図8 気づき仁くい醐性
ーで結ばれるべYEうL陸軍づきEくい
セレンデイピテイ、未定の第三軸、を期待しつつ、全体への統覚を緩めた継
ぎ接ぎ方式で作画することによって発生したであろう＜気づきにくい連関性＞
のうち、それこそ今回に関しては事前に気づきえていた簡素なパターンを考察
する。一般に、連関関係は何らかの視点から見て遠いことで認識されがたい、
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というと無内容な規定となるが、逆に、灯台下暗し、のように近くても認知さ
れにくい場合もある。ここではこのように、事後には比較的容易に認識でき
る、判っていてもよさそうだった事柄、に注目すればよい。本稿の装置で使用
した3パターンを命名し図示した。それらは 「直近の間接性jに注目して考察
すると見えてくる。自己検証装置はそれらを直接性に変換し連闘を浮上させる
仕掛けをもっている。
①直列系。これは「直近の間接性」の原初形態としての気づきにくい連関性
である。視点が基点に停止したままのときに、お隣のお隣さんを失念すること
になるが、視点の往復移動幅が1ステップだけなので事後の回復認識は容易で
ある。
②並列系。これは本当にーすした不注意で見逃すような連関のようである。
視点が基点に安定して置かれていないか、視点が一方や他方に移りそこから戻
らずに停止したまま基点を眺めているとき、両隣を失念することが発生する。
③拡延系。これは直列系と並列系とが複合した場合であり、最大4ステップ
の連関性を含む。もともと失念したままに終わるだろうが、頭脳明断であれば
事後の回復認識は早いと思われるので、その場合は正統な気づき現象となりう
る。注意深いときでも、前二者のような失念は起こりやすいだろう。本装置で
は3ステップの連関性の一部しか扱っていない。
( 12）自己検証用客観装置
ここでは自己検証装置のうち、自己の日す比思考」を除く本来の検証機能を
もっ他者と共有できる装置について述べてゆく。普通に使用されている数理、
統計解析のプログラムでもよいのだが、地域権力構造の研究用に開発されたカ
テゴリネット技法とテクスト分析用に開発された拡張カテゴリネット技法を紹
介する。何れにしろ、備隊図という資料を行列に転換表記しておかなければな
らない。かかる行列自体の検討とそのMD S処理とを参照して自己検証した。
I.行列表記上の注意事項
原因平面を行列表記しなければならない。それには非対称行列と対称行列と
が可能である。前者を採用したい。理由は因果連関の表現として妥当だからで
ある。しかし後者でもヒューリステックな使用が出来る。ただし、考慮可能な
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連関ステップが長すぎる（後の説明でわかるように拡張技法では6ステップ）
ので扱い切れるかどうか。また、対角を1.0か、そのままかによっても結果に
若干違いが出てくるようである。しかし注意を喚起したいのは、問題平面と原
因平面とを連接させる行列も必要なことである （本稿では冗長さを嫌い問題平
面内部の連関リンクを、繁雑を嫌い問題平面とミクロ市民平面との連関リンク
を、計算処理上は無視した） 。
2.カテゴリネット技法
①カテゴリネット技法の解説
相互に何らかの関係があるが別分野の行列情報どうしの綜合化、情報集約の
手段として有効である。幾つかの行列＜基盤行列＞とそれらの聞の行列＜接合
行列＞とを相互繰り込みするものである。ここでは複数行列の複合化処理が可
能なことを活用するため、カッテイングポイン ト（C p）を導入し、それに
よって、繰り込まれた行列の局域での小変動が結果に与える効果をよ り把握し
やすくしている。
②非カテゴリネット技法との比較 （図9)
非カテゴリネット技法は従来の技法で、単平面情報であれば‘膨大であっても
処理はかなり工夫されている。本稿でやるような多平面情報を有効情報として
相互繰り込みは直ちには不能である。散えて、原因平面行列を使用せず問題平
面と原因平面との接合行列だけについて従来技法に従い計算処理を したが、後
で掲示しであるので比較して戴きたい。
3.拡張カテゴリィネット技法
基盤行列の変形を利用することで従来のカテゴリネット技法を拡張したもの
である。かかる変形とは、 （因果）連関の到達パスステップが従来技法では1
ステップだった一当該基点のスターのみを情報化していたーのを2ステップ以
上にまで広げたことを指す。つまり基点の一次ゾーン以上を情報化できたので
ある。本稿ではIパスステップと 2パスステッフ。とを同等に数え上げる方法が
主に採用された。これに従うと、他の層別に渡る原因群を時系列に沿って凝縮
視できる。すなわち因果連関を一層、累積かつ重合させて把握しやすくなると
いうことである。
非カテゴリネヲト技法：単ー要因でのみ連動担握
、、、，?，??
社会問題
問題要因。
拡張カテゴリネヴト技法：醐齢要因での連動担握 力テゴリネヴト技法：週及要因で断連動担握
（対称行列仁すれば連動抱握）
図9ネヴト技法仁よる社会問題の蹴雌の相違
" 嘩祖‘
? ? ? ? ? ? ? ? ? ） ? ? ? ? ?
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またこの技法でのカッテイングポイントの導入の効果は、かなり因果連関が
累積かつ重合するので、カテゴリネット技法を凌ぐことは自明である。
( 113）自己検証の結果：気づきにくかった全体の問題配置
1.＜未分化ゾーン＞とく分化ゾーン＞
①原因の不鮮明な＜未分化ゾーン＞
非カテゴリィネット技法に依拠した結果を示そう （図10: (16×26］× （26 
×16] :C P=l 0・対角＝1.0）。 特定原因に帰属する問題群に分化されずに原因
の不鮮明な＜未分化原点ゾーン＞が存在する。備隊図の作成時に因果対応に手
薄な箇所があった、というよりは原因の累積作用はもとより、重合作用も考慮
できない技法を使用したための結果である。記入した通りに出やすいが、それ
でも、思わぬ失念の記録が露呈してしまうので、参照すべきである。
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図10 非カテゴリ ネーット技法
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②原因のやや鮮明な＜分化ゾーン＞と鮮明な＜分化ゾーン＞
拡張カテゴリネット技法に依拠した結果を示そう（図ll：表1: [16×26] 
×［26×26］×［26×16] :CP=l.0・対角＝1.0）。まず、特定原因に帰属する
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表1 非操作拡張カテゴリーネット技法
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問題群に分化されて原因のやや鮮明な＜分化ゾーン＞が散在する。従来のカテ
ゴリネッ ト技法では、非カテゴリィネット技法の結果との中間くらいに、＜未
分化原点ゾーン＞が残っていた。
次に、市民介入が社会平面の可能負因の勢力に対し恰も奔流の分水路化を造
成するように、それらを幾分でも削ぐことが出来た、と仮定したときの簡単な
シミュレーションを実行する （重み付け拡張技法） 。怖搬図の社会平面と主担
体 ・市民介入平面との該当する分水路化連関の強度を1.0から0.5へ変えた。そ
の結果は、鮮明な＜分化ゾーン＞を見出だした （図12：表2: (16×26）× 
(26×26）×（26×16) :C P=l 0・対角＝1.0）。 従来のでは＜未分化原点ゾー
ン＞がまだ消えていない。
1.0 
陣不信居彊福祉後
地域崩纏叫沼周司安凶行頻発
防災遅滞食斜責険子育鍛渋
0.5 
0.0 
’0.5 
健全貧窮安。
年金不 聡場荒廃
-1.0 
図12 操作鉱張カテゴリ｝ネッ ト技法
2.回線の変容と全体配置の見えの変化
①多様なカッテイングポイントの設定
大都市化。教i晶育，E乱
家族空洞 労蔓延
環主寛破犠
問題への感受性と全体の問題配置の見え様には関係がある。問題に対する関
心が深まれば、現場に精通するようになり、強度の感情からは解放され寛容さ
も身に着いてく るけれども、より丁寧な見方をして問題連関を広く深く認識す
ることも確かだろう。それゆえ問題の解決水準にも鋭敏になるだろう。適当に
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表2 操作鉱張カテゴリ ー ネット妓法
解決と見倣したりは出来ないだろう。そうすれば反対に、詰めのために追及は
厳しくなるものだ。したがって、関心や関与が深まったり、また解決へと進む
につれて、局所のより細い連関性が太くも見えるし、そう見るべきだと考える
ことがあっても、またさらに、一様に細くなってきた全体連関性が浮上して見
えることもあってよい。では、かかる目線、感受性を映し出すと思われる全体
配置の見えを想定し、それを把握するにはどうするか。
ここで、日常でもよくある、何か同じ対象の全体配置に対する見え様の変化
を表現したいのだが、 ニ ュアンスを余り犠牲にしなくともよさそうなものは見
つからない。見え方の環境条件と全体という構造の変化、これら両方の交差現
象を掬い取りたいのだが、それは別の過分な課題だ。ここでは、社会要因への
丁寧な対応を通して問題連関の変動を幾らかは生起せしめた多くの市民たちの
知覚の変容を仮定して、それを浮よさせてみたい。
粗い結果でよければ簡便な方法がある。対象の構造特性のなかに微細な数値
が内在しているときには、多くの微細なカッティングポイントを設定し、 導入
すれば、その結果は最小限の要望（単純な仮想結果の確認）は満たしてくれ
る。しかし、カッティングポイントを、一般的に、厳しめに、緩めに、等々と
設定すれば、自然にそれに沿って異なる結果が転がり込んで‘くる訳ではない。
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②累積効果と重合効果
ではなぜ、厳しめなCp （低い数値）は厳しい結果（多くの問題が太い連関
を保ったまま厳存）を、緩めなCp （高い数値）は緩い結果 （少ない問題が細
い連関のなかに残存）を、構造特性は示してくれないことが時折あるのか。そ
れは構造特性、ここでは問題と原因、原因と原因、これら各々と両方の連関性
としての特性、のほうを問わなければならない。構造特性は若干複雑な仕立て
となっている。したがって、仮設のであれ、実’際のであれ、構造に対する市民
介入という実践対応が、直接、間接、構造の中心部分へ向けられていて何らか
の結果が期待できていなければ、ありうる変化の表出の検討は始まらない。
しかしここでは構造の中心部分とは一体何か。ここでは構造特性を連関体と
し、ネットワーク表記（因果的影響性を込めて非対称行列での表記）を採用し
ている。そこでネットワーク分析の知見に鑑みて、非対称ネットでは、より起
点に位置して累積効果をもち、かつよりリンクが多くて重合効果をもっ事項要
素が正に典型的中心だとしても、それが相対的程度での散在状況であれば、さ
らにまた行動選択肢（愉えていえば分水路の造成箇所）の現実性も重要であっ
て、構造中心論は決定的ではなくなる。そこでよ記二効果の組合せを多様な現
実性の下で考察してゆくことになるだろう。
拡張技法について（市民介入を象徴している）重み付け操作を施してみた
が、その結呆は、 CP=l.OとCP =0.5 （図13：表3）やCP=0.3 （図14：表
4）を比較したとき、厳しい見方をするほどに、非操作に向かつて問題状況が
悪化（連関の強化）して感覚されるようになる傾向が一応は読めた。すなわち
表からは、次第に厳しくなってくるが、しかし非操作の水準迄には$Jらない傾
向、またMD Sの散布図からは、問題群の塊が次第に散在化して感覚されてく
るが、それほどは接近しない傾向が分かった。恐らく、市民介入の実E封サ応ア
プローチのなかで構造中心部分に係わった数値の存在を拡張技法は大きく評価
しているのだろうか。今後の精査に委ねたい。
(14）自己検証の結果：気づきにくかった個別の問題連関
幾つもの個別の問題連関のセットが備隊図の作成段階の前後においては把握
できえなかったのに発見できた。ここでは一々触れない。しかし取り分け、表
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表3 操作鉱張カテゴリーネッ ト妓法 CP=O:s
lからはく教育混乱と戦場荒廃＞や＜教育混乱と防災遅滞＞の各セット、さら
にそこから推察してく職場荒廃と防災遅滞＞のセット、が見つけることの出来
たことは述べておきたい。それらの問題連関の理解も向待に、作成後に今一度
備隊図をなぞるように、問題の原因に少しだけ丁寧に遡及すれば楽に気づくこ
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との出来ることだった。正に所諮気づきの部類に入る結果だ。自己検証装置の
成果である。
しかし、かかる結果の解釈はそれだけではない。なぜ、そんなにも不注意
だったのか。何処かに一時であれ、強く気を奪われてはいなかったか。例え
32 社会問題連関の｛府鰍図
ば、暗黙のうちに何らかの統括原理、陰のグランドデザインに号｜き寄せられて
いなかったか。というのは、既に掲げた図でも分かるように全域的に見れば、
それら三つの事項要素は全て別のブロックに仕訳したほうが適切なのだ。それ
ゆえ逆に、それらに関与して局域感覚に従うことでよく生まれうる態度の一端
が上記発見にi参み出ていたように思われるからだ。
さらにこのことと重ねて考えるならば、上手い市民介入があった仮定での拡
張技法による散布図（図2）が、かかる仕訳を鮮明に示してくれているが、そ
のことは、それらの問題への感覚が全域的と局域的との対立するこ相を兼ね
もっていることを示唆してくれる。それが強引な解釈ならば、少なくとも、そ
んな備隊図の今後の作成は意義深いことを示唆してくれる。
[ IV］結論に代えて→昔款過重シンドロームと2.5キャップ制度ー
かくして、拡張カテゴリネット技法を使った自己検証装置による「問題連関
体備隊図」の錬成を試みてきた。備隊図の限界と癖も見え隠れするなかで、全
域的あるいは局域的特徴を抽出しつつ、社会問題の解決に向かう今後の改編方
向へのヒントも得たようである。にもかかわらず、かかる傭搬図のなかに枢要
とは思いながらも、もっと高度な図式を用意しなければ盛り込めなかった事項
要素も多い。ここでそれらに言及しておきたい。
｛府廠図には、＜教育混乱・食料危険 ・雇用不安 ・子育難渋＞といった問題を
引き受けたーまさにその渦中にいる、またそれを憂慮、支援している一市民た
ちがネットワークを作って一緒に活動しているものとして記入されている。そ
こには、月並みの常識以上の原因の遡及水準を指向し、原困の一層の掘り下げ
を敢行して、対策について時代の表層的趨勢に流されない工夫へと想到する機
会がこの現在でもありうるだろうし、その機会の一つが問題渦中の人々を含む
真撃な当事者どうしが複数の問題を持ち寄ってする丁寧な会話であって、その
会話もまた、立派なスローガンのなかには掬いきれない、苦渋と喜劇の日常の
洞察から生まれてきた、という仮定がある。それらの問題の綜合的刷り合わせ
は＜市場拡充 ・借款過重 ・市場飽和・資産格差＞への市場原理主義を軽信した
対処政策が社会移動の閉塞を惹起したのだと、彼 （女）ら自身が考えることに
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よって可能だろう。
にもかかわらずそこでは、持ち寄った問題のセットについての遡及思考と対
比思考に留まらず、代替思考への展開も期待できないだろうか。すなわち複合
協働の試行が、それら既成の問題名称への疑義を呼び起こし、今や人生の実質
的窮屈化が理論でなく現実になっていることに想到すれば、まずは問題検討の
大枠自体を一枠組み内部でのムード的な全否定ではなく一自らのコストで作り
直さないと始まらないという「代替思考」に及ぶのではないだろうか。
市場原理主義や快適生活主義への空虚な批判を超えて、自立基盤の自前化と
しての複合協働センターネットワークの装置化による清貧な代替社会の構築を
手懸け始めている人々が日本の何処かに今すでに存在すると想定して市民介入
を設定している。実際に、そのように見える団体は少なくないようである。今
そのような人々が、借款過重シンドロームを時代の元凶と見倣し、自前的で複
合協働的な対策を構想したとき、参照してもらいたい「代替社会への綜合フ。ロ
グラム」をここで提示しておこう。
q冷5キャップ命IJ度 （企業内と企業問、地域社会とでの三重シェアリングを基
幹として雇用創出と中都市や大都市周辺への地方居住化によるマルチハピティ
ションを勧める）
②綜合学習（実践的知性のj函養としての 「読み語り」を含むインターンシッ
プ、とボランティアから抽象的基礎勉強へのスムースな移行ソフトとから将来
のワールドビジネス ・コミュニティビジネスのメンパーを同時に養成する）
③食料自給の拡大
④合併分校方式での地方の大学再編
信洋夏合協働センターネットワーク （このプログラムの実行と推進のため、セ
ンターのメンバーへの団塊の世代のスイッチと企業の参加とを期待し、セン
ターどうしのネットワークというネットワークイノベーションを積極的に試み
る）
このプログラムの根本目標はネッ トワーク構築と人物の輩出である。小規模
の複合協働センターネットワークによる人物の輩出とネットワークイノベー
ションとの両輪が多段階の社会変動を可能にするだろう。
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